
第２０回 ＩＴＳ世界会議
東京２０１３



開催期間：１０月１４日（月）～１０月１８日（金）

会 場：日本 東京

会議テーマ： 「Open ITS to the NEXT」
「次のステージに向けての目的と課題」

参加国数：60ヶ国（昨年70ヶ国）
目標参加者数：8,000人
会議登録者数：約3700人（昨年2613人）
出展企業・団体数：238

（ウィーン345、オーランド236、釜山：213）
日本の出展：116団体

（ウィーン24、オーランド26、釜山：50）
セッション数：219（ｳｨｰﾝ224、ｵｰﾗﾝﾄﾞ231、釜山223）

第２０回 ＩＴＳ世界会議東京２０１３

会 場

東京駅

4つのコンセプト



過去のＩＴＳ世界会議参加動向

2004
名古屋

2005
ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ

2006
ﾛﾝﾄﾞﾝ

2007
北京

2008
ﾆｭｰﾖｰｸ

2009
ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ

2010
釜山

2011
ｵｰﾗﾝﾄﾞ

2012
ウィーン

2013
東京

参加国数 53ヶ国 55ヶ国 55ヶ国 46ヶ国 66ヶ国 64ヶ国 84ヶ国 65ヶ国 70ヶ国 60ヶ国

会議

参加者数

5,794
人

7,130人

約3,000
人

約
3,000
人 8,000

人

約2,801人約4,300
人

8,000
人

8,000人

3,700人

展示会

来場者数

61,394
人

約7,000
人

約
40,000
人

約6,250人
約

38,700
人

出展数
250団
体

123団体 243団
体

163団
体

307団体 254団体 213団体 236団体 345団体 238団体

（2011年オーランドは、参加国数や
参加者数は正確にカウントしていな
いため、かなり大雑把な数値）



第２０回 ＩＴＳ世界会議東京２０１３
オープニング

開会挨拶

セレモニー
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展示会場

展示会場テープカット



第２０回 ＩＴＳ世界会議東京２０１３
道路展示ブース

・ブース
仕切りを少なくした開放感のあるブース。
裏側は入りやすくなっているが、
表（人の動線）側は壁のように見えてしまっていた。
シミュレーションを設置していたが、体験する人は少なかった。

道路展示ブース全景道路展示ブース オープニング



第２０回 ＩＴＳ世界会議東京２０１３
展示ブース

・展示全体
欧米企業の出展は少なく、日本企業の出展が多い。
シミュレーターを設置しているブースが例年よりも多い。（警察庁、道路局、トヨタ、ホンダ、VICSなど）

外国ブース

日本ブース



セッション概要

今年のITS世界会議のセッ
ションは、自動運転、安全運
転支援が多かった。

セッションの参加状況は、自
動運転以外は閑散としていた。

昼食時に開催された公開トー
クショーは大盛況であった。

セッション風景公開トークショー



第２０回ITS世界会議東京２０１３
クロージングセレモニー

パッシング・ザ・グローブセレモニー
東京からデトロイトへ

今後のITS世界会議予定
2014年 9月7日～11日 デトロイト
2015年 10月5日～9日 ボルドー
2016年 10月10日～14日 メルボルン

デトロイト大会の紹介



今年のITS世界会議の特徴
セッション
→自動運転、安全運転支援、協調システムが多い
→参加者は例年になく少なかったが、
自動運転のセッションだけは立ち見が出るほどの盛況

展示の特徴
→シミュレーターを設置している展示ブースが例年よりも多い
→欧米企業の出展が少ない
→HUAWEI（中国の情報通信企業）とKapsch（オーストリアの

ITS企業）が単独で目立つ位置に展示ブースを出展
→上記以外、目立つ位置には日本の企業が出展

シューケース
→路車間通信の体験型デモ
→GPSを利用した課金の非公式デモ

何故か？
展示とセッションに
撮影禁止の看板


